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　平成 30 年 11 月 3 日、静岡を代表する景勝地・日本平山頂に「日本平夢テラス」がオープン。
テラスは 3 階建ての展望施設と 1 周 200m の展望回廊、1200 平方メートルの庭で構成。
　展望施設の１階部分は展示エリアとなっており、タッチパネルなどを利用して日本平の歴史や
文化、地形の成り立ちなどを知ることができる。
　設計は隈研吾都市建築設計事務所。展望回廊からは富士山や駿河湾、三保の松原など 360 度の
眺望が楽しめる。（鈴木 泰造）

日本平夢テラス

美しき「ふじのくに」
を見やる360度の大パノラマ

展望回廊 3 階建ての展望施設
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連
携
強
化
で
地
域
の
絆
づ
く
り
を

「
健
康
長
寿
の
ま
ち
」実
現
に
向
け
て

一
般
社
団
法
人 

静
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

会
長
　
永
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重
郎

静
岡
市
長
　
田
辺 

信
宏

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市
の
皆
様
方

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
輝
く

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
謹
ん
で

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
よ
り
地
域
で
の
奉
仕

活
動
、
自
主
的
な
生
き
が
い
づ
く
り

や
健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ま
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
新
し
い
年
を
健
や
か

に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
あ

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化

が
進
む
な
か
、
本
市
の
65
歳
以
上
の

高
齢
者
は
平
成
30
年
に
は
20
万
８
千

人
余
、
高
齢
化
率
29
・
7
％
（
全
国

平
均
28
・
1
％
）
と
な
り
人
口
・
割

合
と
も
過
去
最
高
を
更
新
し
て
い
ま

す
。

ん
で
お
ら
れ
ま
す
こ
と
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
市
で
は
、
高
齢
化
の
進
行

に
伴
い
、
医
療
・
介
護
に
係
る
需
要

や
費
用
の
増
大
な
ど
が
見
込
ま
れ
て

お
り
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
と
な
る

２
０
２
５
年
を
見
据
え
た
社
会
環
境
の

整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
状
況
の
中
で
、
誰
も
が
健
康
づ

く
り
や
介
護
予
防
に
取
り
組
み
、
自

分
ら
し
く
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
都

市
の
実
現
を
目
指
す
、「
静
岡
市
健

康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
を
昨

年
度
策
定
し
、
現
在
、
具
体
的
施
策

を
推
し
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、「
会
員
の
連
帯
を
深
め
、

仲
間
づ
く
り
を
進
め
よ
う
」
を
目
標

　

し
か
し
な
が
ら
、
老
人
ク
ラ
ブ
数
・

会
員
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市
に
お
き
ま

し
て
は
、
会
員
の
加
入
促
進
の
努
力
を

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
減
少
傾
向
は
止

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
今
後
は
会
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
地
域
の
組
織
と
も
連
携
を

強
化
す
る
な
ど
し
て
、
会
員
増
強
に
一

層
の
ご
努
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら

し
続
け
る
こ
と
を
目
指
し
た
「
新
地

域
支
援
事
業
」
を
行
政
が
進
め
て
い

ま
す
が
、
私
た
ち
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
と

し
て
も
、
自
主
自
立
・
相
互
扶
助
の

考
え
の
も
と
、
こ
れ
ま
で
の
身
の
丈

に
合
っ
た
友
愛
活
動
事
業
を
、
地
道

に
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

最
後
に
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
本

年
も
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市
へ
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
の
益
々
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。
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と
し
て
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
芸

能
発
表
会
、
作
品
展
な
ど
の
生
活
を

豊
か
に
す
る
多
種
多
様
な
活
動
を
数

多
く
実
施
さ
れ
て
い
る
と
伺
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
に
よ
っ
て
、

会
員
相
互
の
ふ
れ
あ
い
や
交
流
が
深

ま
り
、
皆
様
の
生
き
が
い
づ
く
り
、

健
康
づ
く
り
が
促
進
さ
れ
る
こ
と

は
、
本
市
の
目
指
す
、
健
康
長
寿
の

　

7
月
27
日
（
金
）、
第
12
回
三
区

女
性
会
員
合
同
交
流
会
が
静
岡
市
中

央
福
祉
セ
ン

タ
ー
大
会
議

室
に
お
い
て

開
催
さ
れ
、

58
名
が
参
加

ま
ち
の
実
現
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る

も
の
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
公
園
や
海
岸
で
の
美
化
・

清
掃
活
動
や
福
祉
施
設
等
へ
の
慰
問
な

ど
の
社
会
貢
献
に
も
取
り
組
み
、
地
域

の
支
え
手
と
し
て
も
ご
活
躍
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
心
よ
り
敬
意
を

表
す
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、「
健
康
」

「
友
愛
」「
奉
仕
」
の
理
念
の
も
と
、
活

発
な
取
組
が
行
わ
れ
ま
す
よ
う
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市

の
益
々
の
ご
発
展
、
そ
し
て
、
皆
様

の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

し
て
代
表
に
よ
る
事
例
発
表
と
参

加
者
全
員
で
の
グ
ル
ー
プ
協
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

事
例
発
表
は
、
清
水
区 
小
島

地
区 

稲
葉
美
枝
子
さ
ん
、
葵
区 

美
和
学
区 

水
永
タ
キ
子
さ
ん
、

駿
河
区 

富
士
見
学
区 

葛
西
良
子

さ
ん
が
発
表
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
三
者
に
よ
る
活
躍

の
発
表
に
、
う
な
ず
い
た
り

感
心
し
た
り
で
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
初
め
て

の
グ
ル
ー
プ
協
議
の
議
題

は
、「
私
こ
ん
な
こ
と
を
、

や
っ
て
い
ま
す
」「
や
っ
て

み
た
い
で
す
」「
こ
ん
な
こ
と
を
し

て
、新
し
い
仲
間
を
増
や
し
ま
し
た
」

で
し
た
。
最
初
は
緊
張
し
て
い
た
会

員
さ
ん
も
時
間
が
経
つ
と
打
ち
解
け

て
活
発
な
意
見
交
換
と
な
り
、
日
頃

か
ら
の
熱
い
思
い
も
伝
わ
り
、
文
字

通
り
の
有
意
義
な
交
流
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

各
女
性
委
員
か
ら
地
域
の
み
な
さ

ん
に
伝
わ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

（
石
川 

和
恵
）
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三
区
女
性
会
員
合
同
交
流
会
を
開
催

グ
ル
ー
プ
協
議
で
活
発
な
意
見
交
換

グループ討議で活発な意見交換
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10
月
4
日
（
木
）、
第
2
回
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
大
会
が
静
岡
市
清
水

文
化
会
館
マ
リ
ナ
ー
ト
大
ホ
ー
ル

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

29
年
度
か
ら
定
期
総
会
と
は
別

に
開
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、
今
年

度
は
2
回
目
で
、
少
し
定
着
し
て

き
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
1
部
の
表
彰
式
で
は
、
国
歌

斉
唱
の
あ
と
、
物
故
会
員
に
黙
と

う
を
さ
さ
げ
て
表
彰
に
移
り
ま
し

た
。
会
長
5
年
以
上
の
功
労
者
19

名
、
役
員
10
年
以
上
の
功
労
者
13

名
、
優
良
ク
ラ
ブ
1
ク
ラ
ブ
、
会

員
増
強
特
別
賞
4
ク
ラ
ブ
、
全
国

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
1
地
区
、
関

東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ

ブ
連
絡
協
議
会
1
名
と
、
功
労
者

32
名
と
優
良
ク
ラ
ブ
他
7
団
体
、

1
個
人
と
大
勢
の
方
々
が
栄
え
あ

る
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
来
賓
と
し
て
お
三
方
が
参

列
し
て
く
だ
さ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

方
か
ら
心
の
こ
も
っ
た
祝
辞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
表
彰
状
は
、
代

表
の
方
が
永
田
会
長
よ
り
い
た
だ

き
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
山
田
啓

司
様
が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

昨
年
度
は
受
賞
者
全

員
が
客
席
に
い
ら
し
て

い
て
、
代
表
の
方
が
壇

上
に
上
が
ら
れ
る
時
、

手
す
り
も
な
い
階
段
の

昇
り
降
り
に
ハ
ラ
ハ
ラ

し
ま
し
た
が
、
今
年
度

は
壇
上
に
来
賓
の
方
と

並
ん
で
着
席
さ
れ
、
担

当
の
方
々
の
ご
配
慮
が

と
て
も
よ
か
っ
た
と
思

い
ま
し
た
。

　

第
1
部
が
つ
つ
が
な
く
終
了

し
、
会
場
設
定
の
た
め
の
休
憩
を

は
さ
ん
で
、
第
2
部
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
19
団
体
に
よ
る
演
芸

の
幕
が
開
く
と
、
先
ほ
ど
の
厳
粛

さ
と
打
っ
て
か
わ
り
、
華
や
か
な

ス
テ
ー
ジ
と
な
り
ま
し
た
。

　
《
観
せ
る
》
こ
と
を
念
頭
に
お

い
た
、イ
ン
ス
タ
映
え
な
ら
ぬ「
見

映
え
」
の
す
る
演
芸
に
、
観
客
も

心
か
ら
楽
し
む
こ
と
が
出
来
、
有

意
義
な
時
を
満
喫
で
き
た
と
思
い

ま
す
。

　

受
賞
者
の
皆
様
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
出
演
者
・
担
当

者
の
方
々
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。

（
吉
野
ち
よ
み
）
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市 老 連 の 活 動

第
２
回 

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
大
会
を
開
催

功
労
者
を
表
彰
、2
部
は
演
芸
で
盛
り
上
が
る

永田会長による功労者表彰

コーラスや踊りなど、多彩なステージを楽しむ
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関東甲信越静ブロック
老人クラブ連絡協議会表彰
区 氏名
駿河区 伴野　文子

会長5年以上功労者
区 氏名

葵　区

白鳥　平夫
白鳥　恒雄
川村　修也
山田　啓司
岩田　敦治
堀内　釼次

駿河区

服部富士男
山本　敏夫
高田　喜吉
長谷川ひさゑ

清水区

中山　佳也
稲木　昭平
望月　典巳
石川　正廣
久保田房市
宮城島　登
井上　龍朗
立川　岸夫
森島　孝子

役員10年以上功労者
区 氏名

葵　区
松浦　トミ
飯田　正弘
山本喜久江

駿河区 成澤　溱平
相沢　和子

清水区

井上　君子
石川　一枝
落合　定枝
望月信一郎
杉山たつの
八木　久代
濱田喜美子
戸塚　藍子

優良クラブ表彰
区 クラブ名
駿河区 登呂一丁目楽友会

会員増強特別賞
区 クラブ名

１位 清水区 西里シニアクラブ
２位 葵　区 田町百寿会

３位 清水区 真砂町シニアクラブ九十九会
塚間八千代シニアクラブ

全国老人クラブ連合会表彰
区 クラブ名
清水区 岡地区老人クラブ連合会

平成30年度被表彰者 （敬称略）

　7 月 12 日（木）、中央福祉センター大会議室にて第
３回新任会長研修会が開催されました。
　新しく単位クラブ会長に就任された 48 名が出席さ
れました。永田会長による「新任会長としての心構え」
と、内田事務局長による「老人クラブ連合会の組織に

ついて」の説明。その後、藤本代議員から「シニアクラブの運営と活動につい
て」と実践的なお話がありました。さらに２年目となる由比シニアクラブ、田
辺会長から「新任会長体験談」として実践的なお話もあり、皆さん熱心にメモ
を取りながら研修に臨んでいました。

新会長48名が「心構え」を学ぶ

私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

新任会長研修会開催
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ムのブロック長が走り寄って 20 名の選手全員とハ
イタッチ！
　4 色玉入れ競争では４チームがそれぞれ籠めがけ
て投玉し、まもなく「止め」の合図。そして、・・・
ひとつ・・・ふたつ・・・籠の中の玉を数えます。・・
35・・36・・37・・アレアレ、アレ、まだあります、
あります・・・。
　この日のスポーツ大会の結果は表のとおりです。

（熊崎 岩男）

　「 ヨ シ ッ …
い い ぞ 」「 ア
〜ッ…左イケ
ッ？？」歓声
が沸き起こる
なか、選手皆
の目がボール

の行方を追いかけています。
　9 月 12 日（水）、松富スポーツ広場にて第 3 回葵
区シニアクラブ連合会ペタンク大会が開催されまし
た。心配された雨も選手皆さんの心意気に圧倒され
たのか、グラウンドまでは近づけなかったようです。

　 葵 区 会 員 が 4 ブ ロ ッ
ク に 分 か れ て の 競 技 で
す。1 ブ ロ ッ ク 130 名
の選手がお手玉投げ競争
やボール押し競争など、
6 種目の競技に挑みまし
た。昼食休憩時には舞踊
とフォークダンスのアト

ラクションがあり、参加者を魅了しました。
　午後のボール送り競争では 20 名の選手の頭上
をボールが走り、股の下をくぐり、選手の順番を
変えながら 20 回。最後にボールが所定の位置に
置かれると大きな拍手。横で見ていた 1 位チー

元気シニア520名が6種目に挑む

191名が、雨をも吹き飛ばす熱戦展開

優　勝 賤機学区 松寿会Ｃ
準優勝 西奈学区 草の実Ｅ

第３位
西奈学区 草の実Ａ
美和学区 芦寿会Ｂ

　参加選手は１９１人、５３チームが４グループ
に分かれ、競いました。
　上位チームは表のとおりです。松寿会Ｃチーム

の日頃の練習成果が実り
ました。　（熊崎 岩男）

大会結果

大会結果
優　勝 第２ブロック（賤機・美和・井宮・梅ヶ島・玉川・井川・大河内）
準優勝 第３ブロック（千代田・竜南・麻機・西奈）
第３位 第１ブロック（南藁科・服機・安西・田町・中藁科）
第４位 第４ブロック（伝馬町・横内・一番町・駒形・安東）

私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

葵 区 活 動 紹 介

第13回葵区スポーツ大会

第３回 葵区ペタンク大会

玉入れ競争に夢中

狙いすましての一投
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　10 月 23 日（火）、13 回目となるスポーツ大会が１５学地区の
66 単老から 450 名の仲間が一堂に会し、中央体育館にて開催さ
れました。
　競技は昨年度と同じ 6 種目でしたが、最後の種目の玉入れで
はボーナスポイントが加点され、青組が大逆転での優勝という
結果となりました。終始にぎやかでシニア世代とは思えない程の
活気ある一日でした。
　昼休みの踊りの輪も、今までになく多くの方が参加して下さり、
会場に彩りを添えてくれました。　　　　　　　　（大石眞由美）

　9 月 20 日（木）に予定されていた駿河区ペタンク大会は
雨のため順延となりました。その後も天候不順が続いてい
ましたが、予備日前日の 26 日の現地下見で、雨が避けられ
る安倍川大橋の下でなら開催可能と判断し 27 日（木）に実
施されました。
　当日は早朝から実行委員
と役員が水たまりの排水、
土入れなどグラウンドの整
備を行って大会に備え、定
刻どおり開催することがで
きました。大会結果は表の
とおりです。　（野田 睦彦）

優　勝 西豊田中央会
準優勝 大谷シニアクラブＡ
第３位 西豊田むつみ会
第４位 富士見楽友会Ａ

大会結果

大会結果
優　勝 第３ブロック 青組（富士見・中田・大谷・大里西・大里東）
準優勝 第１ブロック 赤組（西豊田・長田東・森下・川原・久能）
第３位 第２ブロック 黄組（南部・中島・長田北・東源台・東豊田）

駿河区ペタンク大会

皆が待ちに待ったペタンク大会

大逆転!!第３ブロック（青組）優勝

私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

駿 河 区 活 動 紹 介

第13回 駿河区スポーツ大会

第３回 駿河区ペタンク大会

雨を避けての大会開催

チームの仲間がプレーを見守ります

昼休憩時にはみんなで輪踊り♪
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　例年にない暑さの
中、7 月 10 日（火）
に狐ヶ崎ヤングラン
ドボウルにて清水区
ボウリング大会が開
催されました。124
名（ 男 72 名、 女

52 名）の参加者は、30 レーンもある広いフロアのほと
んどを貸し切り、技を競い合いました。
　 中 島 会 長 は あ い さ つ の 中 で、

「この競技は年齢や体のハンディ
などに関係なく、いつまでもやる
ことの出来るスポーツだから、こ

れからも長く続けてください」と言われま
した。その言葉通り、参加者の中には杖を
使って歩いている人も見かけましたが、競
技中は全くハンディを感じませんでした。
　勝ち負けにこだわらず、ストライクが出
るとお互いに喜び合う姿に、この大会の目
的は充分達せられていると感じました。成
績は表の通りです。　　　　（吉野ちよみ）

　夏の暑さも過ぎ、大会当日は絶好の
スポーツ日和となりました。開会式に
先立ち、嶺保育園鼓笛隊のかわいい行
進で始まり、会場が一気に和みまし
た。
　競技はゴルフリレー、ボール運びリ
レーなど７種目が行われ、チームワー
ク を 発 揮 し、7 種 目 中 4 種 目 で 1 位
を獲得して順調に得点を重ねた岡地区
が見事優勝しました。順位・結果は表
のとおりです。　　　　　（鈴木 泰造）

順　位 地　区 得点
第４位 清水地区 34
第５位 蒲原地区 34
第６位 高部地区 34

順　位 地　区 得点
優　勝 岡地区 44
準優勝 興津地区 37
第３位 不二見地区 36

【女子の部】
順　位 氏名（地区） スコア
優　勝 平岡　絹枝（船越） 339点
準優勝 國持眞佐子（辻） 334点
第３位 川口　千枝（辻） 311点

【男子の部】
順　位 氏名（地区） スコア
優　勝 新谷　政男（飯田） 386点
準優勝 川口　行洋（辻） 380点
第３位 堀　　正幸（船越） 357点

開催日：１０月２３日（火）
会　場：新興津緑地公園多目的広場
参加者：２１地区
役員・選手・応援者約１３００名

私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

清 水 区 活 動 紹 介

第14回 清水区ボウリング大会

大会結果

大会結果

岡地区、高得点で優勝の栄冠!!

競技を通し、育む仲間との絆

第４６回清水区高齢者スポーツ大会

かわいい鼓笛隊が大会を盛り上げる

選手124名が元気いっぱいプレー

団体競技はチームワークが大切
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　「止まれっ、!!…あー行っちゃった」ボールはホールポストの中
を通り抜けて向こう側へ。「うまいっ」私の目の前、ホールインワ
ンでした。いったか？…ダメか？…それぞれの想いを背負って打
たれたボールは走ります。
　ようやく秋の気配が見え始めた 10 月 12 日（金）、松富スポー
ツ広場にて 383 名が参加してシニアクラブ静岡市グラウンド・ゴ
ルフ大会が開催されました。朝早くに雨もあがり、暑くも寒くもな
く、天候に恵まれたなか、選手たちは元気いっぱいにプレー。一
打ごと一喜一憂、会場には元気な声が響いていました。
　さすがに経験を積んだ皆さん、不慣れなグラウンドでもものと
もしません。全員すばらしいスコアで 24 ホールを終わりました。
上位３位までの成績は以下のとおりです。　　　　　（熊崎 岩男）

　8 月 10 日（金）、静岡市北部体育館にて
葵区、駿河区、清水区から選出された 93
チームが参加して輪投げ大会が開催されま
した。最初に 32 のグループに分かれたリー
グ戦があり、勝ち抜いたチームによるトー
ナメント戦が行われました。結果は表のと
おりです。　　　　（野田 睦彦）

【男性の部】
優　勝 鵜沢　正 不二見 42
準優勝 小林　時中 中　島 46
第３位 小林　和夫 清　水 49

【女性の部】
優　勝 植田よし江 小　島 45
準優勝 斉藤外志美 　岡 46
第３位 三上　崎子 興　津 48

優　勝 丸子新田晁寿会（駿河区）
準優勝 美寿々会（葵　区）
第３位 蒲原Ｂ（清水区）
第３位 押切Ｂ（清水区）

私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

市 老 連 の 活 動

93チームの頂点 丸子新田晁寿会が優勝!!

優勝は鵜沢さん（不二見）、植田さん（小島）

大会結果

大会結果

第１２回 シニアクラブ静岡市グラウンド・ゴルフ大会

第13回 シニアクラブ静岡市輪投げ大会

女性も頑張ります
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私
た
ち
美
寿
々
会
は
、
平
成
８

年
に
安
倍
口
団
地
老
人
会
か
ら
分

か
れ
て
発
足
し
た
ク
ラ
ブ
で
す
。

ク
ラ
ブ
名
は
「
美
し
い
元
気
な
老

人
が
大
勢
い
る
」
と
い
う
こ
と
で

つ
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
歴
代
の

会
長
、
役
員
の
人
た
ち
の
努
力
で

今
ま
で
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

　

年
間
の
活
動
は
４
月
の
総
会
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
し
て

毎
月
の
定
例
会
と
お
誕
生

会
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
、

美
和
小
学
校
児
童
の
見
守

り
活
動
、
中
央
こ
ど
も
園
園

児
た
ち
と
の
交
流
会
、
毎
週

月
・
木
曜
日
に
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
の
練
習
、
火
曜

日
に
伝
で
ん
体
操
と
輪
投

げ
を
し
て
い
ま
す
。

　

伝
で
ん
体
操
は
３
年
前

に
約
10
人
で
始
め
、
今
で
は

25
人
ま
で
増
え
て
い
ま
す
。

会
員
以
外
の
参
加
も
あ
り
、

こ
れ
が
き
っ
か
け
で
の
入

会
者
も
い
ま
す
。
こ
の
伝

で
ん
体
操
を
準
備
運
動
に

し
て
輪
投
げ
を
行
い
ま
す
。
高

得
点
を
取
れ
ば
み
ん
な
で
大
き

な
拍
手
、
逆
に
０
点
で
も
大
は

し
ゃ
ぎ
。
こ
ん
な
週
一
回
の
練

習
の
積
み
重
ね
で
、
昨
年
6
月

の
葵
区
大
会
で
準
優
勝
し
、
8

月
の
市
大
会
で
も
準
優
勝
と
い

う
結
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
全
員
が
高
得
点
を
取
れ

る
と
は
限
ら
ず
、
皆
で
カ
バ
ー
し

合
う
こ
と
で
の
結
果
で
、
ク
ラ
ブ

全
体
の
喜
び
と
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
日
頃
の
練
習
が
大
事
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。

　

そ
の
他
、
金
曜
日
に
は
踊
り
の

練
習
が
あ
り
ま
す
。
参
加
者
が
3

人
ま
で
減
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、

練
習
内
容
も
椅
子
に
座
っ
た
ま
ま

で
も
簡
単
に
楽
し
く
で
き
る
も
の

に
し
ま
し
た
。
今
で
は
参
加
者
も

16
名
ま
で
増
え
、
練
習
成
果
を
介

護
施
設
で
発
表
し
て
い
ま
す
。
老

人
が
介
護
施
設
を
慰
問
？
と
も
思

い
ま
す
が
、
元
気
に
踊
る
と
み
ん

な
同
じ
よ
う
に
手
足
を
動
か
し
喜

ん
で
く
れ
ま
す
。

　

96
歳
を
先
頭
に
、
一
年
間
忙
し

く
頑
張
っ
て
い
ま
す
が
、
会
員
の

生
き
が
い
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。

美
和
学
区　

美
寿
々
会　

時
森 

た
み
子

多
彩
な
活
動
で
生
き
が
い
づ
く
り

私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

葵 区 ク ラ ブ 活 動 紹 介

年齢関係なく輪投げを楽しむ

みんなで楽しく活動することでクラブが活性化します
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江
尻
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
は
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
ク
ロ
ッ

ケ
ー
、
ペ
タ
ン
ク
、
輪
投
げ
と
4

つ
の
ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま
す
。
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
が
一
番
人
数
が

多
く
44
名
い
ま
す
。
他
の
ク
ラ
ブ

は
13
〜
16
名
で
す
。
み
な
さ
ん
重

複
し
て
会
員
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
毎
週

火
曜
日
と
金
曜
日
、
清
見
潟
公
園

と
江
尻
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行

い
、
毎
回
20
〜
25
名
位
参
加
し
ま

す
。
年
会
費
は
２
４
０
０
円
で
、

年
末
と
年
度
末
に
は
大
会
を
開
催

し
ま
す
。
ま
た
市
と
区
の
大
会
が

あ
る
1
ヶ
月
前
に
は
選
考
会
を
行

い
、
9
割
の
会
員
が
参
加
し
て

く
れ
ま
す
。

　

ク
ロ
ッ
ケ
ー
と
ペ
タ
ン
ク

は
、
小
学
校
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
て
毎
週
月
曜
日
と
木
曜
日
に

行
っ
て
お
り
、
16
名
の
会
員
が

い
ま
す
。
開
催
日
が
同
じ
な
の

で
年
会
費
５
０
０
円
で
ど
ち
ら

に
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
普
段
は
12
〜
13
名
の

参
加
で
す
が
、
市
と
区
大
会
へ

の
選
考
会
に
は
25
名
位
の
シ
ニ

ア
会
員
が
参
加
し
ま
す
。

　

ま
た
大
手
町
に
あ
る
桜
木
公

園
は
ク
ロ
ッ
ケ
ー
場
に
は
良
い

広
さ
で
、
大
手
町
と
近
く
の
町

内
会
員
た
ち
も
参
加
し
て
い
ま

す
。
公
園
の
草
取
り
、
落
ち
葉

清
掃
も
し
て
い
ま
す
。
ペ
タ
ン

ク
選
考
会
は
小
学
校
の
サ
ブ
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
行
い
ま
す
が
、
普

段
の
練
習
参
加
者
程
度
し
か
集

ま
り
ま
せ
ん
。
寒
い
時
期
の
大

会
だ
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

 

輪
投
げ
は
年
会
費
１
０
０
０

円
で
、
は
〜
と
ぴ
あ
清
水
6
階

多
目
的
ホ
ー
ル
で
13
名
の
会
員
が

毎
週
木
曜
日
に
練
習
し
て
い
ま

す
。
こ
こ
は
江
尻
の
中
心
に
あ
る

の
で
、
人
が
集
ま
り
易
い
と
い
う

利
点
が
あ
り
ま
す
。

　

会
員
の
中
に
は
大
正
生
ま
れ
の

人
も
い
て
元
気
で
す
。
練
習
で
は

12
回
ま
で
投
げ
、
女
性
は
１
８
０

点
か
ら
２
６
０
点
位
で
す
が
、
調

子
の
い
い
時
は
３
０
０
点
以
上
と

る
人
が
出
ま
す
。
男
性
は
力
の

違
い
か
３
０
０
点
以
上
の
人
が
2

〜
3
人
い
ま
す
。
90
歳
の
人
が

３
０
０
点
以
上
に
な
っ
た
時
は
、

周
り
の
人
も
驚
き
ま
し
た
が
本
人

が
一
番
驚
き
大
喜
び
で
し
た
。
そ

の
時
は
一
位
に
な
り
、
新
聞
紙
面

に
載
り
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
歳
を

取
っ
て
も
そ
の
日
の
調
子
に
よ
り

ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
り
皆
さ
ん
の
笑

顔
が
あ
り
幸
せ
な
日
に
な
り
ま
す
。

　

4
つ
の
ク
ラ
ブ
を
紹
介
し
ま
し

た
が
、
そ
の
他
に
は
カ
ラ
オ
ケ
部

と
い
き
い
き
体
操
部
、お
ど
り（
さ

つ
き
会
）
が
江
尻
交
流
館
で
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。
カ
ラ
オ
ケ
で

声
を
出
す
こ
と
、
体
操
、
お
ど
り

で
普
段
動
か
さ
な
い
動
作
を
し
て

元
気
な
体
が
作
れ
る
よ
う
励
ん
で

い
ま
す
。

江
尻
地
区　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
体
育
部　

部
長　
　

山
岸 

敏
昭

仲
良
く
、
楽
し
く
部
活
動

私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

清 水 区 ク ラ ブ 活 動 紹 介

仲間との交流が楽しい
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平
成
27
年
に
不
慮
の
事
故
で
亡

く
な
っ
た
前
会
長
の
後
任
と
し

て
、
平
成
28
年
度
よ
り
会
長
を
と

の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
山
登
り

等
、
多
忙
の
日
々
で
あ
り
一
度
は

お
断
り
も
し
た
が
、
友
人
た
ち
の

熱
い
エ
ー
ル
も
あ
り
引
き
受
け
る

事
に
し
ま
し
た
。
書
類
の
確
認
、

整
理
等
に
随
分
長
い
時
間
を
費
や

し
ま
し
た
が
、
先
輩
や
同
僚
た
ち

の
指
導
を
仰
ぎ
、
簿
冊
の
整
理
が

完
了
し
た
時
、「
減
少
す
る
会
員

を
プ
ラ
ス
に
転
ず
る
」
よ
う
に
頑

張
ろ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。

　

当
会
の
歴
史
は
古
く
、
昭
和
35

年
頃
に
心
あ
る
老
人
の
方
々
が
寄

り
あ
い
、
話
し
あ
っ
て
会
則
等
を

つ
く
り
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で
長

生
き
す
る
よ
う
に
と
「
長
寿
会
」

と
命
名
し
て
昭
和
41
年
に
発
足
、

市
老
連
に
も
加
入
し
た
そ
う
で

す
。
３
つ
の
単
老
で
、
会
員
数
80

名
余
の
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
の
活
動
は
、
月
例
会
で
顔

を
合
わ
せ
親
睦
を
図
り
、
神
社
・

公
園
の
清
掃
奉
仕
、
運
動
会
、

演
芸
会
、
一
泊
旅
行
の
行
事
な

ど
、
皆
で
楽
し
く
交
流
し
あ
い

常
に
笑
顔
の
た
え
な
い
は
つ
ら

つ
と
し
た
会
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

今
後
と
も
「
長
寿
会
」
活
動

を
通
じ
い
つ
ま
で
も
健
康
で
長

生
き
す
る
よ
う
、
会
員
と
共
に

活
動
を
続
け
て
行
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　シニアクラブ静岡市主催で、9 月 13 日（木）に葵区・駿河区、
11 月 1 日（木）に清水区の代表者を対象にペタンク講習会
を行いました。講師を（公社）日本ペタンク・ブール連盟 A
級審判員、上級指導者の井上まち子様にお願いし、午前中は
座学、午後からは屋外にて実技による講習、練習ゲームを行
いました。参加者の方々ご苦労様でした。　　　（野田 睦彦）

私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

駿 河 区 ク ラ ブ 活 動 紹 介

川
原
学
区　

川
原
長
寿
会　

牧
野 

展
也

新
任
会
長
の
仕
事
は
じ
め

シニアクラブ静岡市 ペタンク講習会

実践で学び、ルールの知識深める

指導者からルールを実践で学ぶ
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　12 月 7 日（金）、新興津緑地公園多目的
広場にて、ねんりんピック紀の国わかやま
2019 ペタンク交流大会出場チーム選考大
会が 64 チーム（葵区 15・駿河区 15・清
水区 34）で行われました。予選リーグの
戦績別に、１位〜４位グループに分かれて
決勝トーナメントを戦いました。今大会は
接戦や逆転などが多く、レベルが上がっていると感じました。中でも
葵区チームの健闘が光ります。1 位グループで安東Ａを筆頭に 3 チー
ムが入賞と素晴らしい結果を出しました。なお、試合結果は表の通り
です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鈴木 泰造）

　11 月 4 日、ねんりんピック富山 2018 ペタ
ンク交流大会に、静岡市を代表して鳥坂Ａ（清
水区）が出場しました。4 チームによる予選リー
グ戦に臨み、健闘むなしく予選敗退となりま

したが、全国の
ペタンク仲間と
交流を深め、元
気な静岡市をア
ピールすること
が出来ました。

　「のばそう！健康寿命、担おう！地域づくりを」
を メ イ ン テ ー マ に 12 月 4 日、5 日 の 2 日 間、 第
47 回全国老人クラブ大会が沖縄コンベンションセ
ンターで開催されました。
　全国から 1486 名が参加し、当市老連からは永
田会長を始め 9 名が参加しました。表彰の部では、

朝倉隆弥前市老連会長
と 登 呂 一 丁 目 楽 友 会

（駿河区）が全国老人
クラブ連合会会長から
表彰されました。

私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

市 老 連 の 活 動
大会結果

順位 チーム名 区・学・地区
優　勝 安東Ａ 葵　区　安　東
準優勝 駒越A 清水区　駒　越

第３位 玉川Ｂ 葵　区　玉　川
蒲原新栄 清水区　蒲　原

敢闘賞

浜田 清水区　浜　田
西久保 清水区　袖　師
横砂美生会 清水区　袖　師
健寿会Ａ 葵　区　美　和

１位（予選通過）の部

優　勝 入江Ａ組 清水区　入　江
準優勝 大谷シニアクラブＡ 駿河区　大　谷

２位（予選通過）の部

優　勝 中島浜シニアクラブ 駿河区　中　島
準優勝 登呂１丁目楽友会Ａ 駿河区　富士見

３位（予選通過）の部

優　勝 古庄ハッピーシニアクラブＡ 葵　区　千代田
準優勝 岡町 清水区　　岡

４位（予選通過）の部

ねんりんピック富山 ペタンク交流大会に出場

全国の仲間と交流、親睦深める

第５回 シニアクラブ静岡市ペタンク大会

安東Ａ（葵区）が悲願の優勝!!

ハイレベルな白熱した戦い

第47回全国老人クラブ大会

活動の功績を認められ表彰

左から　栗田陽吉さん
望月雪枝さん　渡辺孝之さん
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　葵区・駿河区合同作品展が 11 月 21 日（水）
〜 25 日（日）まで、静岡市民ギャラリーに
て開催されました。330 名の出品者による
心のこもった約 500 点の力作を鑑賞した観
覧者からは感動と感嘆の声があふれ、ギャラ
リーは終始賑わっていました。（大石眞由美）

　11 月 9 日（金）〜 12 日（月）、清水福祉総
合文化祭（作品展）がは〜とぴあ清水６階多目
的ホールで開催されました。この作品展は静岡
市に住む 60 歳以上の方、または障害者手帳を
持つ方ならどなたでも参加できるものです。今
回は絵画や写真、書道、手芸など 8 部門 339
点が出品されました。
　展示も工夫され、狭いスペースでも見やすく
なるよう考えられているのが分かりました。作
品には作者の年齢やコメントが付けられ、来場
者の皆さんは作者の思いを感じながら作品に見
入っていました。　　　　　　　（吉野ちよみ）

私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

思いあふれる力作３３９点展示

芸術の秋！500点の力作が一堂に

清水福祉総合文化祭作品展

第１３回 葵区・駿河区合同作品展

出展者の力作に感心しきり

ところ狭しと並ぶ作品
には作者の思いが詰ま
っています

期間中は大勢の観覧者でにぎわいました
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11
月
27
日
（
火
）
午
前
8
時
、

１
７
６
名
を
乗
せ
た
5
台
の
バ
ス
は
、

愛
知
県
豊
田
市
足
助
町
を
目
指
し
て

出
発
。「
小
春
日
和
」
と
は
こ
ん
な
日

の
こ
と
を
言
う
の
だ
と
思
え
る
ほ
ど
、

11
月
も
末
の
こ
の
日
は
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
に
最
適
な
日
和
で
し
た
。

　

一
日
中
ラ
ッ
キ
ー
な
こ
と
の
連
続

で
、
①
快
晴
で
上
衣
を
ぬ
ぐ
ほ
ど
の
温

か
さ
、
②
予
想
に
反
し
て
香
嵐
渓
ま
で

の
道
は
全
く
渋
滞
な
し
で
ス
イ
ス
イ
、

③
第
63
回
も
み
じ
ま
つ
り
（
11
月
1

日
〜
30
日
）
に
ギ
リ
ギ
リ
間
に
合
う
、

④
天
候
不
順
で
、
も
み
じ
の
色
が
よ

く
な
い
と
か
、
紅
葉
す
る
前
に
枯
れ

て
散
っ
て
し
ま
う
と
言
わ
れ
て
い
た

の
で
、
期
待
し
て
い
な
か
っ
た
の
に

す
ば
ら
し
い
紅
葉
が
見
ら
れ
た
こ
と
。

（
特
に
川
沿
い
に
植
え
ら
れ
た
モ
ミ
ジ

に
日
が
当
た
り
、
光
り
輝
く
さ
ま
は

「
す
ご
く
、
き
れ
い
」
と
表
現
す
る
こ

と
が
精
一
杯
で
、
こ
と
ば
で
は
言
い

表
せ
な
い
ほ
ど
の
美
し
さ
で
し
た
。

　

い
よ
い
よ
自
由
散
策
（
約
3
時
間

弱
）
で
す
。
時
間
を
有
効
に
使
わ
な

く
て
は
、
と
紅
葉
を
愛
で
る
の
も
そ

こ
そ
こ
に
し
て
、
車
中
で
配
ら
れ
た

マ
ッ
プ
片
手
に
友
達
と
一
緒
に
足
助

の
街
の
探
訪
に
出
発
し
ま
し
た
。

　

街
の
中
に
一
歩
踏
み
込
む
と
、
な

ん
だ
か
別
世
界
の
よ
う
に
し
っ
と
り

と
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
が
た
だ
よ
っ

て
い
ま
し
た
。
白
壁
や
格
子
戸
の
家

が
軒
を
連
ね
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
の
前

に
は
、
手
入
れ
の
行
き
届
い
た
草
花

の
鉢
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
目
に
つ

い
た
の
は
真
っ
赤
な
実
を
つ
け
た
南

天
で
、
家
の
た
た
ず
ま
い
と
し
っ
く

り
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

マ
ッ
プ
を
見
な
が

ら
行
き
先
を
決
め
、

予
定
さ
れ
た
コ
ー
ス

の
本
町
だ
け
で
な
く

そ
の
先
の
田
町
に

ま
で
足
を
の
ば
し
、

時
に
は
小
物
店
に

入
っ
て
品
定
め
を

し
た
り
、
す
ば
ら

し
い
建
物
に
感

嘆
し
た
り
と
、
疲
れ
も
忘
れ
て
歩
き
ま

わ
り
ま
し
た
。

　

田
町
の
は
ず
れ
の
「
お
釜
稲
荷
」
は
、

そ
の
名
の
通
り
、
直
径
2
メ
ー
ト
ル
近

い
釜
を
横
に
し
て
、
そ
の
中
に
お
稲
荷

さ
ん
が
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。
詣
で
た
人

は
食
事
に
事
欠
か
な
い
と
の
こ
と
で
、

よ
く
拝
ん
で
き
ま
し
た
。
稲
荷
の
近
く

に
は
満
開
の
四
季
桜
も
あ
り
、
趣
き
を

添
え
て
い
ま
し
た
。

　

帰
り
は
別
の
道
を
選
ん
で
歩
き
、
立

ち
寄
っ
た
り
し
た
所
を
紹
介
し
ま
す
。

「
普
光
寺
」　

お
び
ん
ず
る
様
が
祭
ら

れ
て
い
て
、
自
分
の
治
し
た
い
所
を
な

で
、
お
び
ん
ず
る
様
も
な
で
る
と
よ
く

な
る
と
の
こ
と
で
、
頭
と
足
を
な
で
て

拝
ん
で
き
ま
し
た
。

「
か
ら
く
り
通
り
」　

ミ
ニ
チ
ュ
ア
の

水
車
が
ま
わ
っ
て
小
屋
の
う
す
の
中
を

つ
い
て
い
た
り
、
も
ち
つ
き
を
す
る
人

手
が
え
し
を
す
る
人
が
動
い
て
い
た
り

と
童
心
に
か
え
っ
た
大
人
の
人
た
ち
が

楽
し
ん
で（
人
を
楽
し
ま
せ
よ
う
）作
っ

た
だ
ろ
う
と
想
像
で
き
、
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
た
よ
う
で
思
わ
ず
笑
顔
に
な

り
ま
し
た
。

　

本
当
に
充
実
し
た
見
て
歩
き
で
し

た
。
足
助
の
人
た
ち
の
郷
土
愛
も
垣
間

見
る
こ
と
が
で
き
、
す
ば
ら
し
い
紅
葉

も
堪
能
で
き
ま
し
た
。
無
事
到
着
し
て

暗
く
な
っ
た
道
を
家
に
向
か
い
な
が

ら
、
計
画
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
来

年
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
楽
し
み
に
な
り

ま
し
た
。（
吉
野
ち
よ
み
）

「
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
開
催

紅
葉
の
香
嵐
渓
と
足
助
の
町
並
み
散
策

私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

手作りのレトロ
なからくりが笑

みを誘う
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静岡の
元気人

連載シリーズ － 第23回 －

鈴木 三郎さん（92歳）
葵区 井宮学区 平和緑寿会

　

生
ま
れ
は
大
正
15
年
３
月
31

日
、
山
形
県
最
上

川
の
水
に
愛
し
ま

れ
て
幼
い
日
を
過

ご
し
ま
し
た
。
父
は
早
く
他
界
、

小
学
校
は
東
京
都
八
王
子
、
続
い

て
早
工
手
学
校
入
学
。
19
歳
で
太

平
洋
戦
争
の
少
年
兵
に
志
願
し
、

郡
山
か
ら
台
湾
に
渡
り
整
備
兵
を

し
て
い
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
軍
の
大
規
模
な
攻
略

を
免
れ
た
台
湾
で
終
戦
を
迎
え
た

サ
ブ
ち
ゃ
ん
。
故
郷
へ
戻
り
ま
し

た
が
、
八
王
子
は
Ｂ
29
の
爆
撃
で

出
征
当
時
の
面
影
は
な
く
、
戦
後

の
大
変
な
毎
日
が
待
っ
て
い
ま
し

た
。

　

苦
難
幾
年
月
、
身
の
周
り
を
平

凡
な
光
が
温
め
始
め
た
こ
ろ
、
サ

ブ
ち
ゃ
ん
一
家
、
縁
あ
っ
て
現
在

の
平
和
一
丁
目
へ
住
ま

い
を
移
し
ま
し
た
。

　

平
成
11
年
に
老
人
ク

ラ
ブ
に
入
会
。
15
年
か

ら
6
年
間
、
単
老
副
会

長
を
務
め
ま
し
た
。
サ

ブ
ち
ゃ
ん
は
多
趣
味
で

す
。
水
墨
画
は「
静
参
」

の
名
で
50
歳
ご
ろ
か
ら
手
が
け
、

グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
で
の
作
品
展
に
5

回
出
展
し
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分

の
個
展
も
地
元
で
何
度
か
開
い
た

そ
う
で
す
。

　

民
謡
も
た
し
な
み
、
そ
こ
は
山

形
県
人
、「
紅こ

う
ざ
ん山
」
を
名
乗
り
20

年
。
た
ま
に
気
分
転
換
で
歌
謡
曲

な
ど
も
楽
し
ん
で
歌
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ビ
リ
ヤ
ー
ド
も
終
戦
か

ら
２
年
ほ
ど
前
ま
で
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
他
に
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
も
行
い
、
毎
週
、
月
、
水
、

金
に
、
天
気

が
良
け
れ
ば

平
和
一
丁
目

の
公
園
で
仲
間
と
と
も
に
公
園
の

清
掃
を
行
っ
た
あ
と
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

　

現
在
は
息
子
さ
ん
ご
夫
婦
と
4

人
暮
ら
し
。
お
孫
さ
ん
は
結
婚
さ

れ
て
別
居
し
て
い
ま
す
。
サ
ブ
ち

ゃ
ん
は
少
し
寂
し
い
と
想
い
な
が

ら
、
そ
れ
で
も
生
き
が
い
の
あ
る

生
涯
を
大
切
に
し
よ
う
と
励
ん
で

い
ま
す
。

　

自
宅
の
窓
の
外
に
は
20
年
に
な

る
ぶ
ど
う
の
蔓
が
あ
り
、
毎
年
実

を
つ
け
、
窓
下
の
花
と
共
に
ご
家

族
の
毎
日
に
潤
い
を
添
え
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
（
熊
崎 
岩
男
）

「
サ
ブ
ち
ゃ
ん
」
自
転
車
で
今
日
も
元
気
で
し
た
。

私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す



（17）第 28 号 市 老 連 だ よ り 平成 31 年 1 月発行

　

静
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
の
女
性
委
員
会
役
員
を
引
い
て
3
年

に
な
り
ま
し
た
。
で
き
な
い
な
が
ら
も
一
生
懸
命
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

時
の
こ
と
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
た
く
さ
ん
の
行
事
に
参
加

し
て
、
種
々
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
思
い
出

さ
れ
ま
す
。
中
で
も
大
き
な
行
事
と
し
て
「
家
康
公
四
百
年

祭
」
へ
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
駿
府
城
公
園
に
昔
あ
そ
び

の
コ
ー
ナ
ー
を
２
日
間
設
け
、
大
勢
の
お
客
さ
ま
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

　

ま
た
マ
ー
ク
イ
ズ
静
岡
で
の
行
事
で
は
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

の
の
ぼ
り
旗
を
見
て
、
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
や
入
会
方
法
を
聞

か
れ
る
な
ど
、
広
く
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
興
味
を
持
っ
て
く
だ

さ
っ
た
お
客
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
で
開
催
さ

れ
た
と
き
は
、
全
国
か
ら
５
０
０
０
人
を
超
え
る
仲
間

た
ち
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
会
場
を
盛
り
上
げ
る
レ
ク

ダ
ン
ス
や
お
み
や
げ
に
す
る
ち
ゃ
っ
ぴ
ー
づ
く
り
は
大

変
で
し
た
が
良
い
思
い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
芸
能
発
表
会
や
作
品
展
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
行
事
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
、
会
員
み
ん
な
で
一
つ
の
目
標
に
向

か
っ
て
、
心
ひ
と
つ
に
活
動
で
き
た
こ
と
も
良
い
思
い

出
で
す
。こ
れ
は
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
活
動
の
利
点
で
あ
り
、

大
勢
の
皆
さ
ま
に
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
を
理
解
し
て
い
た
だ

い
て
、
会
員
増
強
に

繋
が
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
一
会
員

と
し
て
今
後
と
も
応

援
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

前
会
長
が
職
を
辞
す
る
に
あ

た
り
次
期
会
長
に
指
名
さ
れ
、
会

長
職
を
受
け
ま
し
た
。
会
の
発
展

は
会
員
増
強
に
あ
る
と
考
え
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
に
意
欲
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
60
代
後
半
〜

70
代
前
半
の
人
た
ち
に
「
い
ず
れ

み
ん
な
歳
を
と
る
ん
だ
か
ら
、
老

後
の
仲
間
づ
く
り
を
早
め
に
や

ろ
う
よ
」
と
、
誘
い
や
説
得
を
重

ね
、
若
手
の
入
会
者
を
増
や
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、先
輩
会
員
と
若
手
会
員
の
交
流
の
場
か
ら
、

次
々
に
新
し
い
活
動
が
発
案
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

一
つ
目
は
、「
伝
で
ん
体
操
」
で
す
。
ゆ
っ
く
り
と
し
た

リ
ズ
ム
で
無
理
を
し
な
い
よ
う
、「
イ
チ
、
ニ
、
サ
ン
」
と

号
令
を
か
け
合
い
、
笑
顔
で
身
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
。
口

コ
ミ
で
楽
し
さ
が
伝
わ
り
、
参
加
者
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、「
塚
間
の
今
と
昔
を
知
ろ
う
」
と
い
う
勉
強
会

で
す
。
戦
前
戦
後
、
変
遷
の
激
し
か
っ
た
塚
間
で
す
。
造
船

会
社
や
工
場
の
で
き
る
前
の
塚
間
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
…
。

地
区
の
長
老
に
話
を
聞
い
た
り
書
物
で
調
べ
た
り
し
て
い
ま

す
。
こ
こ
に
も
年
代
を
越
え
た
交
流
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、最
近
発
足
し
た
カ
ラ
オ
ケ
会
で
す
。
月
１
回
、

昼
間
の
３
時
間
ほ
ど
好
き
な
人
が
集
ま
り
歌
い
ま
す
。
近
所

な
の
で
年
齢
に
関
係
な
く
一
緒
に
楽
し
め
ま
す
。
こ
の
交
流

の
輪
も
大
き
く
広
が
っ
て
き
そ
う
で
す
。

　

私
た
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
最
終
目
的
は
、
横
の
絆
、
仲
間

づ
く
り
に
あ
り
ま
す
。
寂
し
い
時
、
気
軽
に
お
し
ゃ
べ
り
で

き
る
仲
間
が
い
る
こ
と
は
、
ど
ん
な
に
心
強
く
幸
せ
で
し
ょ

う
か
。
会
長
と
し
て
、
こ
の
仲
間
づ
く
り
の
更
な
る
発
展
の

た
め
、
ク
ラ
ブ
員
の
協
力
を
得
な
が
ら
前
進
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

仲
間
づ
く
り
の
更
な
る
発
展
を
目
指
し
て

清
水
区 

三
保
地
区 

塚
間
八
千
代
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ 

会
長
　
遠
藤
美
佐
枝

力
あ
わ
せ
、
心
ひ
と
つ
に

　
　
　
　
駿
河
区
　
長
田
北
学
区
　
第
二
向
寿
会
　
伴
野 

文
子

私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

私 た ち こ ん な こ と し て い ま す ！

役員活動は大変でしたが、良い
思い出もいっぱいあります

仲間づくりは活発な活動から
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清
水
区　

庵
原
地
区　

小
里
小
屋
敷
老
人
ク
ラ
ブ　

小
川　

健
二

新
涼
や
手
を
挙
げ
て
行
く
セ
ニ
ア
カ
ー

駿
河
区　

川
原
学
区　

長
寿
会　

新
村　

敬
子

な
き
人
が
秘
蝶
と
な
り
我わ

に
語
る

　
（
青
森
で
は
自
分
の
事
を
我
（
わ
）
と
言
う
）

清
水
区　

有
度
地
区　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
楠
新
田　

石
川　

良
子

ヤ
ブ
ラ
ン
の
紫
の
花
風
に
ゆ
れ

駿
河
区　

川
原
学
区　

長
寿
会　

新
村　

敬
子

残
照
を
迎
え
し
月
の
富
士
青
し

清
水
区　

三
保
地
区　

塚
間
八
千
代
ク
ラ
ブ　

内
藤　

君
江

雲
の
な
い
青
空
向
い
声
さ
け
ぶ

葵
区　

中
藁
科
学
区　

笑
和
会　

勝
山　

京
子

菊
香
り
還
暦
の
吾
子
と
酌
み
交
す

葵
区　

一
番
町
地
区　

一
寿
会　

遠
藤　

昭
二

初
御
空
世
界
遺
産
の
富
士
の
山

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

前
田
か
ね
子

月
明
か
り
琴
の
音
色
と
虫
の
声

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

向
山　

真
弓

納
涼
の
浴
衣
姿
に
ほ
れ
ぼ
れ
と

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

小
原　

民
子

暑
い
な
か
皆
と
楽
し
む
納
涼
祭

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

長
谷
川
君
江

夏
祭
り
浴
衣
姿
も
涼
し
げ
に

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

松
永　

久
男

二
人
し
て
思
い
出
充
る
夏
の
夜

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

川
井　

玲
子

水
撒
き
て
走
る
逃
げ
る
の
ト
カ
ゲ
か
な

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

城
内　

良
子

ホ
タ
ル
舞
う
聴
こ
ゆ
遠
く
に
音
頭
を

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

栗
田
八
千
代

山
あ
い
や
一
ノ
瀬
の
宿
ホ
タ
ル
萌
え

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

吉
成　

高
明

雨
上
が
り
虹
の
彼
方
に
富
士
の
山

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

吉
成　

幸
子

一
ノ
瀬
に
来
た
よ
今
年
の
ホ
タ
ル
狩
り

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

南
条　

民
子

庭
の
先
ホ
タ
ル
飛
び
交
う
一
ノ
瀬
ぞ

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

井
芹　

光
子

幻
の
蛍
を
愛
で
て
和
む
わ
れ

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

三
浦　

範
子

茶
の
花
や
山
路
の
奥
へ
郵
便
夫

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

鈴
木　

辰
男

老
二
人
冬
夕
焼
け
に
呑
み
こ
ま
れ

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

西
村
喜
三
郎

腰
つ
た
け
泥
田
に
蓮
の
根
を
摑
む

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

望
月　

澄
子

木
犀
の
香
り
た
だ
よ
う
診
療
所

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

由
比
藤
敏
幸

柿
た
わ
わ
つ
ぐ
む
人
な
き
村
は
ず
れ

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

平
出　

幹
明

歳
時
記
は
伴
侶
の
如
し
新
酒
酌
む

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

滝
浪　

信
恵

碁
石
打
つ
か
す
か
な
音
や
秋
深
む

葵
区　

安
東
学
区　

寿
会　

山
岳　

洋
子

教
習
終
え
ホ
ッ
ト
一
息
秋
の
風

葵
区　

安
東
学
区　

さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ　

倉
戸　

照
夫

新
聞
を
読
み
か
え
し
す
る
夜
長
か
な

葵
区　

安
東
学
区　

し
の
の
め
ク
ラ
ブ　

朝
倉　

司
朗

今
生
の
今
が
幸
せ
新
酒
酌
む

葵
区　

安
東
学
区　

千
寿
会　

鈴
木　

健
仁

稚や
や

の
掌
を
開
け
ば
ぽ
と
り
木
の
実
落
つ

私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

俳

句

会
員
文
芸
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葵
区　

美
和
学
区　

健
寿
会　

赤
石　

泰
江

竹
の
子
の
頭
見
つ
け
た
腕
が
な
る

葵
区　

美
和
学
区　

健
寿
会　

町
塚
け
い
子

幼
な
友
名
前
浮
か
ば
ず
渾
名
呼
ぶ

葵
区　

美
和
学
区　

健
寿
会　

山
下　

利
子

軽
や
か
に
ス
テ
ッ
プ
踏
ん
で
若
が
え
る

葵
区　

美
和
学
区　

健
寿
会　

山
本　

茂　

巣
立
鳥
俺
も
巣
立
っ
て
八
十
八

葵
区　

美
和
学
区　

健
寿
会　

松
永
安
太
郎

冬
景
色
眺
め
ゆ
っ
た
り
露
天
風
呂

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

鈴
木　

行
雄

は
か
な
さ
の
光
に
集
う
家
族
か
な

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

鈴
木
冨
美
子

一
球
に
想
い
を
こ
め
て
和
に
な
ろ
う

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

田
辺　

久
之

粒
ぞ
ろ
い
み
ん
な
生
き
生
き
う
れ
し
い
な

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

三
重
野
隆
志

明
る
く
て
生
き
生
き
生
き
る
良
き
ク
ラ
ブ

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

石
上　

満
子

傘
寿
過
ぎ
浴
衣
姿
に
お
ん
な
観
る

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

七
種
カ
ズ
子

幸
せ
は
老
い
と
ゆ
っ
く
り
や
っ
て
く
る

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

横
田　

通
子

歌
え
た
よ
花
が
咲
い
た
よ
我
が
心

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

岩
田　

幸
子

手
を
た
た
き
市
ノ
瀬
音
頭
で
パ
ラ
ダ
イ
ス

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

井
芹　

稔
裕

忘
れ
も
の
わ
す
れ
た
こ
と
も
わ
か
ら
な
い

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

天
野　

充
男

ほ
た
る
の
光
遠
い
昔
が
透
け
て
観
え

清
水
区　

三
保
地
区　

塚
間
八
千
代
ク
ラ
ブ　

内
藤　

君
江

さ
よ
な
ら
と
姉
と
の
わ
か
れ
あ
り
が
と
う

　
　

思
い
出
多
く
涙
す
る
日
々

清
水
区　

袖
師
地
区　

西
久
保
年
の
輪
会　

福
井　

稔　

想お
も

わ
じ
に
永
き
旅
路
の
四
季
見
る
は

　
　

御み
お
や祖
と
父
母
の
慈
愛
な
り
け
り

清
水
区　

有
度
地
区　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
楠
新
田　

石
川　

良
子

ブ
ロ
ッ
ク
の
塀
の
向
う
に
ヤ
ブ
ラ
ン
が

　
　

風
に
ゆ
れ
て
る
ム
ラ
サ
キ
の
波

清
水
区　

庵
原
地
区　

小
里
小
屋
敷
老
人
ク
ラ
ブ　

小
川　

健
二

ク
ロ
ッ
ケ
ー
練
習
休
憩
お
芋
出
て

　
　

シ
ニ
ヤ
仲
間
等
一
斉
に
沸
く

清
水
区　

江
尻
地
区　

川
岸
町
老
人
会　

松
永　

勝
子

夫
病
み
し
寝
息
静
か
に
さ
ま
よ
う
や

　
　

九
十
年
の
歴
史
の
中
を

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

川
井　

曻　

蛍
火
に
モ
ー
ル
ス
信
号
亡
き
友
か

　
　

花
火
の
後
の
老
い
て
寂
し
き

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

片
岡
知
恵
子

蛍
火
の
揺
ら
ぐ
光
の
そ
の
向
こ
う

　
　

幼
き
頃
の
我
を
み
ゆ

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

中
野　

洋
子

健
康
は
幸
せ
適
度
な
運
動
で

　
　

日
々
を
は
つ
ら
つ
元
気
な
姿

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

佐
藤
加
代
子

浴
衣
着
て
皆
で
集
う
納
涼
祭

　
　

猛
暑
忘
れ
る
年
も
忘
れ
て

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

土
田　

彰
顕

た
る
み
た
る
老
い
に
緊
張
の
は
し
る
な
り

　
　

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
一
打
振
る
と
き

私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

川

柳

短

歌
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昨
年
11
月
に
テ
レ
ビ
朝

日
系
列
で
放
送
さ
れ
た
「
林
修

の
今
で
し
ょ
！
講
座
」
ご
覧
に

な
っ
た
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
か
？
私
た
ち
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

の
仲
間
が
出
演
し
た
ん
で
す
。

　

テ
レ
ビ
朝
日
よ
り
「
元
気
な

シ
ニ
ア
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
」

と
の
ご
依
頼
が
あ
り
、
2
組
の

会
員
さ
ん
達
を
紹
介
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

　

ご
自
宅
で
自
慢
の
「
し
ぞ
〜

か
お
で
ん
」
を
作
っ
て
の
お
食

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
皆
様
か
ら
多
く
の
ご
投
稿

を
頂
き
大
変
あ
り
が
た
く
、
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
年
2

回
の
市
老
連
だ
よ
り
発
行
を
無
事

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
平
成
最
後
の
年
は
日
本
列
島
大
災

害
を
被
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
7
月
に
は

岡
山
・
広
島
県
を
中
心
と
し
た
西
日
本
の
豪

雨
。
9
月
に
は
北
海
道
の
大
地
震
と
停
電
。

県
内
で
は
台
風
24
号
に
よ
る
大
停
電
及
び
各

地
の
塩
害
な
ど
、
市
民
生
活
に
多
大
な
影
響

を
受
け
ま
し
た
。
今
年
の
干
支
は
「
己
亥
」、

新
天
皇
が
即
位
さ
れ
ま
す
。
ど
ん
な
年
に
な

る
か
気
に
な
り
ま
す
が
、
災
害
の
な
い
年
を

祈
念
し
ま
す
。

　

最
後
に
、今
年
も
皆
様
の
ご
協
力
を
得
て
、

充
実
し
た
紙
面
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆

さ
ま
の
ご
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
鈴
木
泰
造
）

◎
鈴
木　

泰
造
（
清
水
区　

有　

度
）

○
大
石
眞
由
美
（
駿
河
区　

久　

能
）

　

熊
崎　

岩
男
（
葵　

区　

井　

宮
）

　

石
川　

和
恵
（
葵　

区　

田　

町
）

　

野
田　

睦
彦
（
駿
河
区　

中　

田
）

　

吉
野
ち
よ
み
（
清
水
区　

浜　

田
）

　

◎
は
委
員
長　

○
は
副
委
員
長

事
風
景
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
カ

メ
ラ
を
前
に
し
て
も
堂
々
と
和

気
あ
い
あ
い
、
素
敵
な
笑
顔
を

見
せ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

自
慢
の「
し
ぞ
〜
か
お
で
ん
」を
披
露
!!

私 た ち は 静 岡 市 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

林
修
の
今
で
し
ょ
！
講
座
に
出
演
! !

市老連会員が

◇
ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の
お
礼

　「
市
老
連
だ
よ
り
」
発
行
に
際
し
ま
し
て
、
ご
協
賛
頂
き

ま
し
た
ス
ポ
ン
サ
ー
各
位
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
紙
は
会
員
の
さ
ら
な
る
健
康
増
進
、
生
き
が
い
の
向

上
、
会
員
相
互
の
親
睦
な
ど
を
願
っ
て
発
行
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
今
後

と
も
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

編 集 後 記

前
回
の
答
え

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
当
選
者
（
敬
称
略
）

青
木
　
蔦
代
　
　
保
田
ひ
で
子

小
林
　
敏
夫
　
　
栗
田
　
稔
江

原
田
　
陽
三
　
　
望
月
　
進

新
村
　
敬
子
　
　
太
田
　
聿
子

大
石
　
弘
子
　
　
辰
野
　
一
子

多
数
ご
応
募
く
だ
さ
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
抽
選
の
結
果
10
名
の
方
に
は
、
記
念
品

を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

クロスワードパズル

ギ
オ
ン
マ
ツ

リ 駿河区西豊田学区中央会

葵区駒形学区駒形あおい会


